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多様 なか び 臭産生藍藻類 の 16S− rDNA 塩 基配列 に基づ く分類 と同定法

　　　　 O 及川　栄作 1・2・3）、佐 々 木 　悠也 4）
、 石 橋　良信 1）

1）東北学院大学工 学部，2）NEDO フ ェ ロ
ー，3）オ ル ガ ノ （株），4）東 北学 院大学大学院

1） は じ め に

　水道貯水地 で発 生す るか び 臭は 、 あ る種の 藍藻類の 二 次代謝産物 で あ るか び 臭物質 が原因
で あ る。全国の 主要なか び 臭産生 藍藻類 の

一
種 で あ るPhormidi 　um 　 tenue （P， 亡enue ）は、

モ ノ テ ル ペ ン に属す るか び 臭物質2一メチ ル イ ソボ ル ネオール （2−MIB ）を産生す る こ とが知 ら

れ る、糸状性 藍藻類 で あ る 。 琵 琶湖、名古屋城お 掘 り、釜 房湖な ど で 単離 され た 20株以上 の

P ．　t／enu θの 16S リボ ソー
マ ル DNA （16S−rDNA ）塩 基配列 を決定 し、系統解析 を試み た とこ ろ 、

P． tenu θは3グ ル ープ に分 け られ る こ とが示 され た D
。 第1グル

ープは か び 臭を産生 し、藍
色 で あ り全国 の 貯水地 で 単離 され る主要なか び臭原 因藍藻類で あ る。第2グル

ープは か び 臭
を産生 し 、 藍色 で あ り釜房湖 で の み単離 され 、冬季 に も発 生す る株 を含む グル

ープ で あ る。
第3グル

ープ は か び臭 を産生せ ず 、褐色 の グル ープで あ る （褐色株で かび 臭を 産生 す る株 は

見 つ か っ て な い ） 。 こ れ らの グ ル ープ または株 レ ベ ル で分類また は 同定で きる16S−rDNA を

標 的 と したプ ライ マ ーを用 い たPCR 法 を開発 した
。 本発表で は 2001 年か ら2003 年 に釜 房湖で

単離 され た藍 藻類を開発 した PCR法に よ っ て 、分類 または 同定 を試みた 結果に つ い て報告す
る 。

2） 研 究方 法

　釜房湖か らCT培地 を用い て P．　 tθnu θを単離 した。単離 した株 の 培養液か ら ト
ー

タ ル DNAの

調製 または 、 加熱溶菌を行 っ て PCR に供 した。7〜8種類 の プ ライ マ
ーの 組み 合 わせ で PCR を

試み 、PCR結 果 と既作成の 分類表を照 ら し合せ て 分類 を行 っ た。　 PCR産物 の い くつ か は 、塩
基配 列決定 し て 確 認 を行 うと伴に 、 系統樹作成に 用 い た 。

3 ） 研 究結果

　2001年か ら2003 年 まで の 釜房湖 で 単離 され たP． tenu θ を開発 したプ ライ マ
ー

を用 い た

PCR 同定法 に よ っ て 、 分類 また は同定 を行 うこ とがで きた 。
こ れ ら の株の PCR産 物の い くつ

かを塩基配列決 定 し 、 系統樹作成 した とこ ろ、褐 色株 で新たな グル ープが見 つ か っ た 。 しか

し なが ら 、
こ れ らの 褐色株 は系統的な位 置が 大 きく離れて い る こ とか ら、

P．　 tenue で はな
い と考え られ た 。

こ れ ま で 、 藍藻類 の 分類 法は顕微鏡 観察に よる形態的分類法 の み しか な く 、

遺伝子か ら分類す る こ とに よ り、よ り多様な Ph・rmidium 属 が 明 らか にな る と伴に 、 よ り詳
細な分類 が得 られ る こ とが示 され た 。

4） お わ り に

　か び 臭物質はお い しい 水供 給の 観点 か ら、本年度 か ら水質基準に加 え られ 、各水道事業体
で は 、 日 々 分析や 、 原因藍藻類 の 検鏡に よる分類 が行 われ て い る 。 現在本分類法 をかび 臭産
生が検出 され る水道事業体 で使用 して い ただい て い る 。 今後 、 現場で使用 可能 で あ る こ とが

分か れば 、随時 実験法指導や プラ イ マ ー供給 を考慮 し、現場で の 迅 速な か び 臭処 理 対策に 役
立 て る こ とが で きれ ば と考 えて い る。

参考文献

1）及川 栄作、梅津洋 、阿部 隆弘、石 橋 良信 （2000）か び 臭お よ び毒素産生藍藻類 の 系統発 生

的分類 、土木学会環境工 学研 究論文集 、 第37巻 、 pp ．183− 191

E−mail ：　oikawa ＠tjcc ．　tohoku −
gakuin ．　ac ．　jp

一 27

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


